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In the study, the actual evaporation was estimated in the Asahi River, the Takahashi River, and the Yoshii 
River basins in Okayama prefecture for four years from January 1999 to December 2002. The Morton 
method and the modified Brutsaert and Stricker (B & S) method were applied to the three river basins to 
estimate the actual evapotranspiration and compare the two methods.  
As a result, the actual evapotranspiration by the Morton method was all almost equal to that by the 
Penman’s potential evapotranspiration, and the evapotranspiration was overestimated rather than the actual 
evapotranspiration. The actual evapotranspiration by the modified B & S method was below the Penman’s 
potential evapotranspiration throughout the year, and the total annual amount was about 80% of the 
potential evapotranspiration. In addition, the modified B & S method showed the general tendency that the 
actual evapotranspiration was lower in urban area than in the hilly and mountainous areas. 
 

















そこで本研究では 1999 年 1 月から 2002 年 12 月の 4 年
間を対象に，岡山県の旭川流域，高梁川流域，吉井川流域





















法と修正 Brutsaert and Stricker 法（以下，修正 B & S 法）を
用いた．これらの式は「実蒸発散量 Eaと Penman の可能蒸
発散量 Epenは表層土壌水分の変化に応じて補完しあい，両
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修正 Brutsaert and Stricker 法（修正 B&S 法）： 
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地点の土地被覆別の実蒸発散量を Morton 法，修正 B&S 法，










































20.037 1.23 78.79y x x           （5） 
x : 気温（℃）， y : 相対湿度（％） 
20.159 1.75 11.69y x x           （6） 


























































































水 域 市 街 地 常 緑 樹 水 田 畑 地
図－1 旭川流域におけるアメダス観測地点の蒸発散量 
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向があり，その差は 300～400mm も達する．しかし，これ




も Morton 法と Penman 式はほぼ同様の推定結果となった
が，修正 B&S 法はどのアメダス地点でも他の 2 つの手法
よりも約 100～200mm 小さい値を示した．標高の低い岡山
や笠岡，倉敷といった地点でとくに低くなり，岡山では
Penman 式と 500mm 近く離れている．地表面の種類間での
蒸発散量の差はどの手法とも標高が高い山間部の方が少




図－2に旭川流域における Morton 法と修正 B&S 法の実
蒸発散量と標高との関係を示す．旭川流域のアメダス観測
























ヶ瀬川）では Penman 式と Morton 法の値が大きくなり修正
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夏季には多く 5mm 以上となる日もあり，季節によってか


















Penman式は約 800mm，修正B&S法は約 650mmとなった． 
 
3.4 水収支から求めた実蒸発散量 














なったが，Morton 法を用いた場合は約 200mm の差が生じ
た．旭川や高梁川流域では両手法ともかなりの差があるが，




本論文では岡山県の 3 河川流域で Morton 法と修正 B&S
法を適用し実蒸発散量を推定し，両手法の比較を行った．





修正 B&S 法は 1 年を通して蒸発散位を下回り，年総量





左：Morton 法, 右：修正 B&S 法（単位：mm/year） 
表－1 流域水収支から求めた実蒸発散量（単位：mm/year） 
降水量 河川流出高 残差 修正B&S法 Morton法
吉井川 1423.2 770.1 653.1 658.5 840.0
旭川 1323.0 1021.2 301.8 627.1 776.9
高梁川 1292.9 927.4 365.5 648.5 772.1
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発散量とかなりの差があった．このことは今後検討する必
要がある． 
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